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【目  的】パーキンソン病 (Parkinson’ s disease: PD)は、運動症状に加え便秘、

嗅覚障害、睡眠障害、精神障害など、多様な非運動症状 (nonmotor symptoms: NMS)

が現れる。今回われわれは PD の NMS の特徴と、年齢、性別、罹病期間による NMS の

違いを評価し、 NMS に関与する因子を検討した。  

【方  法】 2015 年 2 月から 2022 年 7 月まで 6 施設より登録された Mini Mental 

State Examination 24 点以上の外来 PD 患者を対象とした。 PD の評価は、 Movement 

Disorder Society Unified Parkinson’ s Disease Rating scale (MDS-UPDRS) パー

ト I～ IV を用い、 NMS は、 MDS-UPDRS パート I（非運動症状の自己評価）、レム睡眠

行動障害 (rapid eye movement behavior disorder: RBD)質問票により評価した。年

齢は 70 歳未満群と 70 歳以上 (高齢 )群に分類、罹病期間はカットオフ値を 5 年とし

て早期群と進行期群に分類、性差は男性と女性に分類し、パート I を比較した。  

【結  果】 PD 431 例 (男性 202 例、女性 229 例 )、平均年齢 67.7 歳、平均罹病期間

6.4 年、 MDS-UPDRS パート I 総スコアは平均 9.9 であった。パート I 総スコアは罹

病期間、パート II、 III、 RBD と有意に正相関 (p<0.01)した。パート I の下位項目

について、高齢群では、認知機能障害、幻覚、睡眠障害、排尿障害、便秘で有意に

高く、進行期群では幻覚、睡眠障害、眠気、痛み、排尿障害、便秘で有意に高値で

あった。性差では、不安感は女性で高く、眠気、排尿、 RBD は男性で高かった。パ

ート I に影響する因子は、罹病期間、 MDS-UPDRS パート II、 IV、 RBD であった。  

【結  論】自己質問評価による NMS は、高齢、罹病期間が長い、自覚的・他覚的な

運動機能の低下を有する患者で重度であった。また、性差を認めた。  

 

 


